
（別紙様式） （Ａ３判横）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

・主体的に学ぶ意欲
を育成する。

①

②

朝自習の時間を有効
に活用し、自主的に
学習する習慣を身に
付けさせる。
隙間時間の活用を指
導する。

①

②

　
①

②

Ｂ

・時間を有効に学習に使う意
識はできつつあるので、ま
ずは朝自習への取組を充実
させるため、教員が教室に
入り確認できる体制を作
る。

・

・

授業に関して１年生の満足度がやや低い。
中学校ではチョークアンドトーク型の授業
が減り、生徒自らが考え議論する授業が主
流となっている。高校でもこの流れを受け
止めなければならないと思われる。
隙間時間を他の使い方をした時にどんなメ
リットがあるか、違う立場から考えてみる
発想力を身に付けさせると良い。

・新学習指導要領に
基づく教育課程案
を作成する。

①

②

教育課程委員会及び
各教科での意見交換
を積み上げる｡
大学入学共通テスト
や一般入試に対応で
きるカリキュラムを
編成する。

①

②

①

②

Ｂ

・一人一人の進路実現に対応
できる科目の充実に向け、
基礎基本を押さえ、必修科
目と選択科目をバランスよ
く編成する。

・生徒が学びたいと思う教科や科目、環
境が整っていることは、生徒の将来に
向けて大きなことである。先を見通し
た編成をしてほしい。

２

・ ・身だしなみ、携帯
電話の使用などの
生活指導と、交通
安全指導を全職員
で組織的に行う。

①

②

生徒指導に関する共
通理解のもと、指導
に当たる。
保護者協力による登
校指導を継続して実
施する｡

①

②

　

①

②

Ｂ

・生徒へ校則を丁寧に説明す
る集会や、ルールを守るこ
との大切さをクラスで考え
るグループ討議等の機会を
作る。また、行事や生徒指
導の取組に、保護者へ協力
要請を継続して行う。

・

・

大半の生徒はルールを守り、しっかり
やっていると思われる。一生懸命やっ
ている生徒の良さをアピールできる場
を設定し、学校の良さとして伝えるこ
とが大切だ。
生徒が、自主的にルールを守れるよう
になるとよい。ルールが独り歩きして
いるようなので、生徒と教員間でうま
くコンセンサスが取れたらいい。

・ 進路意識を持続さ
せるとともに、生
徒の自己管理能力
を高める。

①

②

ポートフォリオを活
用し、生徒に進路意
識を醸成する｡
生徒の進路に合った
進路行事や講演会等
を系統的に行う。

①

②
①
②

Ａ

・講演会の時期や内容を精選
する。生徒のニーズを把握
し、進路別・分野別選択制
にし、ワークショップ形式
で参加型・体験型の学習の
場を増やす。

・

・

ポートフォリオは、継続することが大切
で、やっていく中で気付きの力がついてく
る。何かやり方を工夫できないか。
中学校でもキャリア教育の重要性が叫ばれ
ている。教科と違い指導法が難しいのが現
実だが、３年間を見通した取組が必要だ。

・ 第１志望の進路を
実現させる。

①

②

ニーズに応じたセミ
ナー（講習）を充実
する。
生徒対象の進路説明
会に保護者の参加を
呼びかける。

①

②

　

①
②

Ａ

・ 学習の定着を図るため模試
を受験させ、振り返りの学
習指導を強化する。また、
保護者へ進路行事や進路情
報を、早い段階で提供して
いく。

・

・

１、２年生はどうしても部活が優先し
がちで、勉強へ目を向けさせるのは難
しい。勉強が将来の道を広げることを
教えてほしい。
保護者も巻き込みながら進めていくこ
とは良いことだと思う。

・ 広報に関する校内
組織の活動を充実
させる。

① 組織で実行できるよ
う、業務内容と役割
を整える。

① ①
Ｂ

・
学年や分掌の協力を得なが
ら、行事担当部署で原稿を
作成し、行事実施後、機を
逃さず更新する。

・

・

担当者だけの負担にならないよう、仕事の分散化
を進めることが大切だ。
戸田市の小中学校は、コミュニティ・スクールを
導入しフェイスブックを立ち上げている。高校で
もＳＮＳの活用を検討していくといい。

・ メール配信を充実
させる。

①

②

保護者会でメール配
信システムの広報に
取り組む。
保護者が求める情報
を発信する。

①

② ①
②

Ａ

・ＰＴＡ理事会にて、保護者
の求める情報を集約する。
ＰＴＡ本部と連携して必要
な情報を精選し、発信して
いく。

・ 15％のメールを登録していない人はど
うしているのか、と心配したが、ＨＰ
があることを知り安心した。特に緊急
時は、複数の手段があるほうが有難
い。

業務が個人に偏らず、役割分担できた
か。

ＨＰをリニューアルし、閲覧し
やすくした。内容の更新は、役
割分担がまだ明確化されず、教
職員へ周知できていない。

４

・ ホームページは随時更新して
情報発信しているが、広報の
校内組織で運営し、外部から
見て魅力に思えるホームペー
ジ作りが必要である。保護者
の理解を得られる、適時適切
なメール配信をすることが課
題である。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標

１

朝自習の時間に登校はしている
が、まだ生徒の主体的な学びは
定着していない。
朝自習取組割合　　62.3%
自主的学習時間
　平日1～2時間　2.5%増加
　休日1～4時間　6.1%増加
隙間時間活用割合 　　37.6％

隙間時間の活用や復習の大切
さは指導しているが、自主的
に学習し復習に取組む生徒は
４割、隙間時間を活用してい
る生徒は４割に満たない。主
体的に学ぶ習慣の確立と隙間
時間の活用が課題である。
また、新学習指導要領に基づ
き、基礎基本と幅広い知識を
バランスよく身に付ける、新
たな教育課程案を作成する必
要がある。

・

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和２年２月７日

学校関係者からの意見・要望・評価等評価項目の達成状況

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

年　度　評 価（２月１日 現在 ）

不十分(４割未満)

達
成
度

平 成 ３１ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼 玉 県 立 南 稜 高 等 学 校 ）             S19

目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する進
路を実現する学校

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立と、豊かな学びを実現する教育課程の改善
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育の充実と、生徒一人一人の希望する進路の実現
 ４　家庭・地域との幅広いネットワーク作りと、学校からの情報発信体制の充実

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
　出席者　学校関係者　　　６名
　　　　　生徒　　　　　　５名
　　　　　事務局(教職員)　３名

３

生徒指導は充実してきたが、
教職員により指導に差があ
る。全体に落ち着いているも
のの、一部に身だしなみが不
十分な生徒がいる。全体で継
続的な指導が必要である。
また、周辺は交通量が多く、
事故防止指導も課題である。

生徒の進路意識を継続させることがで
きたか。

生徒の満足度９０％

ポートフォリオは試行錯誤し見
直したが、生徒は振返りの学習
から、自己理解と進路意識の醸
成に繋がった。進路説明会や講
演会は充実し、３年間を見通し
た系統的な学習が整ってきた。
進路意識高まり　　57.4％
進路指導全般の満足度　70.7％

進路説明会や講演会などを充
実させ、約６割の生徒が進路
意識が高まった。その教育効
果を持続させ、進路実現につ
なげることが課題である。
また、進路実績は年々向上し
ているが、早い時期から、保
護者の理解と協力を得て、生
徒の第１志望の進路実現につ
なげることが課題である。

・

セミナー（講習）に関する生徒の満足
度８０％以上

保護者の参加率が上昇したか。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

教育課程案を、１学期末に教員
個々で作成し、２学期は各教科
で検討を重ねた。現在、教育課
程委員会で継続審議している。
科目や単位数を全体のバランス
を見て検討中である。

教職員が足並みをそろえ授業開始
時に身だしなみを確認すること、
携帯電話の使用時間を明確にし
た。大半の生徒、保護者から支持
を得ている。
校外における正しい制服
着用意識の割合　　　　90.0％
登校指導への保護者参加は難しい
が、行事へ参加していただき、生
徒の現状に助言をいただけた。

生徒の要望に応えたセミナーも
開講し、長期休業中のセミナー
は２９講座を開講した。
参加者の満足度　　 　79.2％
保護者が各回１０名前後参加し
た。（昨年は２、３名）

緊急対応、諸会費の口座引落
とし、講演会の案内等、幅広
くメールを配信し、登録数が
増え活用されている。
保護者登録割合　 　84.9%
メール配信満足度 　59.0%

教育課程委員会及び各教科で共通理解
が得られたか。

生徒の特色に合わせた専門科目や学校
設定科目を開設できたか。

共通理解のもと全教職員で、身だしな
み指導と携帯電話指導を行えたか。

登校指導に保護者の方も参加していた
だけたか。

保護者登録数の割合８０％以上

メール配信の保護者満足度が７０％以
上

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

　
生徒の一日の平均学習時間が、昨年度
より増えたか。

隙間時間の活用度４０%以上
（昨年度３７．３％）


